
USBオーディオ
変換アダプタ

PC(iMac)

USBケーブル オーディオケーブル

マイク（入力）端子<ミドリ>

ヘッドフォン（出力）端子<ピンク>

 機材の接続



 （音声信号）生成ソフトの設定

チャネル
(モノラル：MONO)

波形選択（正弦波）

周波数
（プリセット:20Hz)

レベル（-20dB）

信号の出力開始（Start),停止(Stop)

＜準備＞



 オシロスコープソフトの設定

周波数成分表示
（FFTにチェック）

Logのチェックをはずす

トリガ
（O-triggerにチェック）

横軸の収録時間
（0.2秒に設定）

信号波形

信号波形の周波数成分

スライドバー
（表示の大きさ調整用）



＜実験1＞単一波形出力の計測1

(1) 25[Hz]正弦波形の①波長 𝜆ଵ を計算して求め、実験ノートに記述せよ。

(2) 25[Hz]正弦波形の②0.2[秒]間に現れる波の数（山の数又は谷の数）

を計算して求め、実験ノートに記述せよ。

波長



チャネル
(モノラル：MONO)

波形選択（正弦波）

周波数
（25Hz)

レベル（-20dB）

信号の出力開始（Start),停止(Stop)

(3) 音声信号生成ソフトを使って、25[Hz]正弦波形を以下の設定に従って
発振させ、そのときの信号をオシロスコープソフトを使って観察せよ。



信号波形

スライドバー
（波形がうまく表示さ
れるように調整する）

この期間(0.2秒)の波の数（山の数又は谷の数）は？

(4) 信号波形の③波の数（山の数又は谷の数）を、実験ノートに記述せよ。



チャネル
(モノラル：MONO)

波形選択（正弦波）

周波数
（50Hz)

レベル（-20dB）

信号の出力開始（Start),停止(Stop)

(5) 音声信号生成ソフトを使って、50[Hz]正弦波形を以下の設定に従って
発振させ、そのときの信号をオシロスコープソフトを使って観察せよ。



50[Hz]信号波形の波長は？

スライドバー
（波形がうまく表示さ
れるように調整する）

(6) 50[Hz]正弦波形の④波長𝜆ଶを、オシロスコープソフトで測定し、
実験ノートに記述せよ。また、25[Hz]正弦波形の波長①波長𝜆ଵ
の⑤何倍かを、実験ノートに記述せよ。



(7) 50[Hz]正弦波形の波の数（山の数又は谷の数）は、25[Hz]正弦
波形の③波の数の⑥何倍かを、実験ノートに記述せよ。

スライドバー
（波形がうまく表示さ
れるように調整する）

50[Hz]信号波形の波の数は？



＜実験2＞単一波形出力の計測2

実験2では、今まで使用していた信号生成ソフト(SarboGenExp)とオシロ
スコープソフト(HandyOscillo)に内蔵されている信号生成機能(Oscillator)
の2つを、信号発信源として使用して実験する。



チャネル
(モノラル：MONO)

波形選択（正弦波）

周波数
（25Hz)

レベル（-14dB）

信号の出力停止(Stop)

(1) 音声信号生成ソフトを、以下のように設定（25[Hz]正弦波形）する。
ただし、この時点では信号出力は停止(Stop)する。



波形選択（正弦波:sine wave）

周波数（100[Hz]）

信号出力開始(Play)/停止(Stop)

内蔵発振器の起動

ボリューム、バランス

発振周波数は？

100[Hz]信号波形の波の数は？

(2) オシロスコープソフトの内蔵発振器（信号生成機能:Oscillator）を起動
する。このとき、オシロスコープソフトに表示する信号の⑦波の数（山
の数又は谷の数）を、実験ノートに記録する。また、⑧発振周波数を、
実験ノートに記録する。



(3) 信号生成ソフト(SarboGenExp)の信号出力開始(Start)を押して25[Hz]
正弦波信号を発振させ、この信号がオシロスコープソフト内蔵発振器
(Oscillator)の信号の振幅とほぼ同じになるように、信号生成ソフトか
らの信号のLevelを調整する。この時の⑨Levelの値を、実験ノートに
記録する。

レベル(Level)調整

信号の出力開始（Start)



＜実験3＞二波合成の計測

チャネル
(モノラル：MONO)

波形選択（正弦波）

周波数
（25Hz)

レベル（-14dB）

信号の出力停止(Stop)

(1) 音声信号生成ソフトを、以下のように設定（25[Hz]正弦波形）する。
ただし、この時点では信号出力は停止(Stop)する。



(3) 信号生成ソフト(SarboGenExp)の信号出力開始(Start)を押し、25[Hz]
正弦波信号を出力する。このとき、オシロスコープソフトに現れる⑩
信号波形を、実験ノートに記録する。

(4) オシロスコープソフト内蔵発振器(Oscillator)の信号出力開始(Play)を
押し、100[Hz]正弦波信号を出力する。この信号と(3)の25[Hz]正弦波
信号を同時に出力した⑪信号波形を、実験ノートに記録する。

チャネル
(モノラル：MONO)

波形選択（正弦波）

周波数
（25Hz)

レベル（-14dB）

信号の出力開始(Start)

波形選択（正弦波:sine wave）

周波数（100[Hz]）

信号出力開始(Play)

ボリューム(2)、バランス(0)


